
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
ネ
ッ
ト

ロ
ー
カ
ル
・
ロ
ハ
ス
フ
ォ
ー

ラ

ム
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
島
根
県
、
今
井
聖
造

代
表
理
事
）
は
、
地
球
環
境
保
護
と
健
康

生
活
を
最
優
先
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

基
本
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る
「
ロ
ー
カ
ル

・
ロ
ハ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
３
月
２２
日
午

後
１
時
半
か
ら
広
島
国
際
会
議
場
で
開
く
。

地
域
再
生
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

水
津
陽
子
氏
が
「
ロ
ハ
ス
ラ
イ
フ
と
ロ
ハ

ス
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
基
調
講
演
。
県
立
広
島

大
学
名
誉
教
授
の
野
原
建
一
氏
ら
五
人
が

「
ロ
ハ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
と
地
域
再
生
」を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

ロ
ハ
ス
商
品
も
紹
介
。
参
加
費
二
〇
〇
〇

円
、
定
員
二
〇
〇
人
。
６
時
か
ら
は
立
食

形
式
の「
ロ
ハ
ス
な
味
わ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
く
。
ロ
ハ
ス
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
付

き
で
、
参
加
費
三
〇
〇
〇
円
、
定
員
五
〇

人
。�電
〇
八
五
四
―
七
四
―
九
一
一
一
八
。

ハ
ー
テ
ィ
ア
の
子
会
社

銀
座
に
化
粧
品
販
売
店
オ
ー
プ
ン

人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
の
�株
ハ
ー
テ
ィ
ア

（
中
区
上
八
丁
堀
四
―
一
、森
美
穂
子
社
長
）

子
会
社
で
、
化
粧
品
企
画
の
�株
ハ
ー
テ
ィ

ア
コ
ス
メ
テ
ッ
ク
ス
（
東
京
、
社
長
同
）

は
４
月
、
地
下
鉄
東
京
メ
ト
ロ
直
結
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー「
銀
座
フ
ァ
イ
ブ
」

内
に
化
粧
品
店
を
出
店
す
る
。
同
店
を
拠

点
に
金
配
合
の
化
粧
品
「
ピ
ン
ク
ゴ
ー
ル

ド
」シ
リ
ー
ズ
を
関
東
地
区
で
拡
販
す
る
。

銀
座
フ
ァ
イ
ブ
一
階
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

宝
飾
品
フ
ロ
ア
で
、
面
積
約
三
三
�
㍍
。

カ
ウ
ン
タ
ー
や
テ
ス
タ
ー
、
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
な
ど
を
設
け
る
。
都
内
で
は
京
王
百

貨
店
や
高
島
屋
、
マ
ル
イ
ほ
か
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の
セ
イ
ジ
ョ
ー
の
コ
ス
メ
専
門

店
で
も
扱
い
を
開
始
。
天
満
屋
の
春
の
通

販
カ
タ
ロ
グ
に
も
採
用
さ
れ
た
。
現
在
、

美
容
液
と
ク
リ
ー
ム
を
そ
ろ
え
る
。
４
月

か
ら
ロ
ー
シ
ョ
ン
や
洗
顔
フ
ォ
ー
ム
、
パ

ッ
ク
な
ど
（
各
一
二
〇
㌘
、
価
格
六
八
〇

〇
円
前
後
）
を
順
次
発
売
し
、
９
月
か
ら

下
地
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
用

品
を
投
入
す
る
。

中
国
運
輸
局
な
ど
が
設
置

観
光
な
ん
で
も
相
談
窓
口

中
四
国
の
運

輸
局
、
整
備

局
、
経
済
産

業
局
、
農
政
局
、
環
境
事
務
所
が
連
携
し

３
月
１０
日
、「
観
光
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」

を
中
国
運
輸
局
内
に
設
け
た
。
電
話
や
窓

口
相
談
の
ほ
か
、
各
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
統
一
バ
ナ
ー
か
ら
専
用
ペ
ー
ジ
（ht

tp://w
w
w
.cgt.m

lit.go.jp/kikaku/kank
ousoudan.htm

l

）
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

０
８
年
１０
月
の
観
光
庁
設
置
を
受
け
、

各
機
関
が
観
光
振
興
に
取
り
組
む
「
中
国

地
区
観
光
立
国
推
進
省
庁
連
携
会
議
」
を

発
足
。
農
政
局
が
取
り
組
む
農
業
体
験
の

�
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
�
や
環
境
事
務

所
の�
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
�、
経
済
産
業
局

の
�
産
業
ツ
ー
リ
ズ
ム
�
な
ど
を
総
合
的

に
紹
介
す
る
。
観
光
支
援
施
策
集
の
作
成

や
合
同
説
明
会
も
行
う
。

Ｂ
型
慢
性
肝
炎

治
療
は
、
最
近
、

内
服
の
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
を
含
め
た
治

療
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
、
ま
た
検
査
面
で
も
ウ
イ
ル
ス

量
の
Ｈ
Ｂ
Ｖ
リ
ア
ル
核
酸
定
量
検
査
が
可

能
と
な
り
、
着
実
に
進
歩
を
遂
げ
て
き
て

お
り
ま
す
。
Ｂ
型
肝
炎
で
以
前
、
日
本
に

多
か
っ
た
の
は
、
輸
血
に
よ
る
水
平
感
染

と
出
産
時
の
母
子
間
垂
直
感
染
で
し
た
。

し
か
し
、
周
産
期
医
療
の
改
善
や
、
ワ
ク

チ
ン
投
与
で
垂
直
感
染
は
激
減
し
て
お
り

ま
す
。
最
近
は
検
査
技
術
の
進
歩
も
あ
っ

て
、
輸
血
で
の
感
染
も
、
ほ
ぼ
無
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
エ
イ
ズ
等
と

同
様
に
、
性
行
為
等
に
よ
る
外
国
産
の
Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
水
平
感
染
が
増
加
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
タ
イ
プ
は
慢
性

化
す
る
こ
と
が
従
来
の
も
の
よ
り
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
型
慢
性
肝
炎
で
問

題
に
な
る
の
は
、
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
よ
う

に
経
過
が
長
く
、
肝
硬
変
に
近
く
な
っ
て

か
ら
肝
癌
が
出
て
く
る
の
で
な
く
、ま
だ
、

肝
炎
が
進
行
し
て
い
な
い
時
期
に
急
に
肝

癌
が
で
き
る
点
で
す
。
従
っ
て
Ｂ
型
慢
性

肝
炎
で
は
、
肝
機
能
の
変
動
に
よ
ら
ず
肝

癌
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。
定
期
的
に
腹

部
の
Ｃ
Ｔ
や
超
音
波
検
査
等
に
よ
る
チ
ェ

ッ
ク
が
必
要
で
す
。
治
療
は
、
若
い
人
に

は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
も
使
用
さ
れ
ま
す

が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
は
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
違
い
、
肝
臓
か
ら

の
ウ
イ
ル
ス
排
除
は
で
き
ま
せ
ん
。
最
近

の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
進
歩
で
、
ラ
ミ
ブ
ジ

ン
、
ア
デ
ホ
ビ
ル
、
エ
ン
テ
カ
ビ
ル
等
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
、
肝
硬
変
に
な
ら
ず

に
す
む
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
進
行
し
た
慢
性
肝
炎
は
元
に
は
戻
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
組
織
学
的

に
も
ス
テ
ー
ジ
の
改
善
が
期
待
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
を
測

定
限
界
以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
で
も
長
期
に
投
与
を
継
続
す
る
た
め
、

経
過
中
に
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
の
出
現
に

よ
り
、
効
果
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
避
妊
を
必
要
と
す
る
た
め
、
子
供
を

こ
れ
か
ら
作
る
若
い
人
に
は
使
い
づ
ら
い

な
ど
の
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
で
も
ウ
イ
ル
ス
を

完
全
に
排
除
し
た
り
、

肝
癌
発
症
を
抑
制
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
定
期
的
検
診
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

最
近
の
Ｂ
型
慢
性
肝
炎
治
療

広
島
市
医
師
会
理
事

古

川

医

院

大
谷

博
正

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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